
保健体育科学習指導案

日時平成２４年１０月９日（金）第１校時

８：４５～９：３５

対象第３学年Ａ組女子１６名

授業者世田谷区立駒沢中学校教諭栗橋亜紀子

場所格技室

1単元名

｢器械運動（マット運動)」

2単元目標

・マット運､hでは、回賑系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと、条件を変えた技、発展技を

行うこと、それらを柵成し演技すること。

・器械運動に自主的に取り組むとともに、よい演技を讃えようとすること、自己の責任を果たそうとするこ

となどや、健康・安全を確保することができるようにする。

・技の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを理解し、自己の課題に応じた運動の取り組み方

を工夫できるようにする。

3単元の評価規準

ア関心・意欲・態度 イ恩じ弩・判断 ウィ対H： エ知識・理解

単元の評価規呵９ ･器l戒迺miiの楽しさや聾[)味土
うことができるよう、よい祇

技を讃えようとすること、自
己の責任を果たそうとするこ
となどや、腿康・安全を砿(￥
して、学習に自主的に取り紅
もうとしている。

･生涯にわたって器械運､hを
豊かに実践するための自
己の課題に応じた迦動の

取り組み方を工夫してし、
る。

･器tiR連ｌｉｂの特性に応じ
て演技するための、自
己に適した技を身に付

けている。

･技の名称や行い方、体力
の間め方、iⅢ9MJ観察の方
法、発表会や競技会の仕

方を理解している。

学習
た具

規珂旦

活動に即し
体的な評価

①;i雛R遮りi力の学習に自主的に取
り組もうとしている。

②よい演技を讃えようとしてい
る。

③自己の責任を果たそうとして
いる。

④互いに助け合い教え合おうと
している。

⑤健康･安全に確保している。

①自己の課題に応じて､学習
する技の合理的な助き方
の改善すぺきポイントを

見付けている。

②自己の課題に応じて､適切
な練習方法を選んでいる。

③自己の技能･体力の程度に
応じて、目指す技や技のﾎﾟﾋﾟ
み合わせ方を見つけてＶ
る０

④仲間と学習する場面で､付
間の動きと自己の動き⑰

違いなどを指摘している。

⑤健康や安全を確保するた
めに､体調に応じて適切な

鱒li晋方法を選んでいる。

⑥器tHR運動を継続して楽し
むための自己に適した'１１
わり方を見付けている。

①マットimmhでは回転系
や巧技系の技で柵成し
演技するための、滑ら
かに安定した29本的な
技、条件を変えた技、
発展技のいずれかがで

きる。

①技の名称や行い方につ『
て、学習した具体例を掌

げている。

②器械j皿､力に関連して高ま
る体力について、学習し

た具体例を挙げている。

③迦励観察の方法につI，
て、理解したことを言っ
たり書きだしたりしてし
る｡

④発表会やｉｉｉ技会の仕方に
ついて、学習した具体F１
を挙げている。



4指導観

（１）単元観

・器械の特性に応じて多くの「技」がある。これらの技に挑戦し、その技ができる楽しさや喜びを味わうこ

とのできる運動である。

・技が自己に適した技で演技することが求められる。

（２）生徒観

①運動や学習への意識に関するアンケート調査結果（調査対象：３学年女子４３名）

②調査結果について

・３年生ともあり、運HMIの楽しさを知っている生徒が多い。運動が嫌いと答えた生徒の中には、好きな運

動と嫌いな運動があると言っている生徒もいる。

・運動が好きと答えている生徒でも､マット運動が嫌いと答えている生徒は体の柔軟性が低いことがある。

・３年間通して行っている基本的な技の補助倒立はできる生徒が多い。

③調査をふまえて

・運動の特性をしっかりつかみ、楽しさを教えていきたい。

・女子は柔軟性がつきやすいので、授業の中でストレッチを効果的に入れる。

・グループ活動を取り入れ、仲間と一緒に活動できるようにする。

5年間指導計画における位置付け（第３学年）

｜
ロ

答 ｢好き」「はい」 ｢嫌い」「いいえ」

あなたは運動が好きですか ３３人 １０人

それはなぜですか ･できたときの達成感

･体を動かすとすがすがしい

･友達と一緒に何かをやることが楽

しい

･得意ではないから

･動くのが嫌い

.疲れる

あなたはマット運動が好きですか ２８人 １５人

それはなぜですか ．できないけれど、新しいことに挑

戦局rることが楽しい

･柔軟性が高くなるから

.みんなでできるから

･たくさんの技があり、できるとか

なり気持ちがいい

･体が動かない

･できたら楽しいけれど、できな

かつたら嫌

･体が痛くなる

補助倒立ができますか ・３５人 8人

月 匡育分野 呆健分野

４
５
６
７
９
０
１
２
２
３

１
１
１
１

集団行動、体育理論（スポーツテスト）

体つくり運動

陸上競技（短距離走・リレー）

体育理論

水泳

器械運動（マット）

球技（ソフトボール）

陸卜競技（長距離走）

球技（バレーボール）

球技（バスケットボール）

ダンス

健康な生活と疾病の予防



6単元の指導計画と評価計画（時間扱い）一３評価規準から設定

７指導に当たって

（１）ＩＣＴの活用

、現代的なリズムの音楽を活用し、体操やウオーミングアップができるように工夫した。音楽を使用一

とにより生徒が次何をやるべきかがわかりやすく、楽しく体操することができる。

・自分の演技を見ることができるソフトを使用し、改善点を見つけ適した練習を考えることができる。

（２）場の工夫

・撮影場所を設け、連続技を自分で見られるようにする。

（３）学習形態の工夫

，マット運動が得意な生徒と苦手な生徒が混合になるようにグループを組ん危

（４）小学校との系統制

音楽を使用するこ

･小学校では器械、器具を使用し、遊びの中から動きを見つけていく。また自己の能力にあった技を選び、

場を工夫したり､補助具を使用し技ができることや､技を繰り返したり組み合わせることを学習している。

中学校ではこれらの学習を受けて技がよりよくできることや自己に適した技でiii【技することについて追求

させていく。

時間 学習計画・内容 評箙･画・方法

１ ガイダンス・基本動作につながる動き ア①ア⑤

(行動観察・学習ノート）

２ 前転・後転系の技

学習ノート）

３ 技をつなぐ

学習ノート）

４ 技にメリハリをつける

学習ノート）

５ 技に磨きをかける ア②ウ①

(行動観察・学習ノート）

６ 自分の連続技を考えよう ア①エ②

(行動観察.

ｲ①

学習ノート）

７

【本時】

自分と仲間の連続技をチェックしよう ア④イ④

(行動観察．

ｴ③

学習ノート）

８ プレ発表会 ｳ①エ④

(行動観察 ･学習ノート）

９ 苦手な技を練習し、完成度を高めよう

学習ノート）

１０ 発表会

技能チェック）



8本時（全１０時間中の第７時間目）

（１）本時のねらい

．互いに助け合い教え合おうとしている。

・仲間と学習する場面で、仲間の動きと自己の動きの違いなどを指摘し、自分に適した技を演技すること

ができる。

・運動観察の方法について、理解したことを話したり響きだしたりすることができる。

（２）本時の展開

（３）授業観察の視点

くねらい＞発問は生徒の思考を深め、考えを引き出すことができていた力も

学習活動 指導上の留意点・配Ni(事項 ＩＣＴ 評価規準

はじめ ･集合、整列、挨拶

･本時の学習内容の確認

･連続技の動画を見

る

･準備適助、ウォーミン

グアップ

･出欠､忘れ物や服装を確認し

指示を与える。

･本時のねらいを説明する。

、

･関心を高めるために連続技の

動画を見せ､連続技について

全体に発問し、考えさせる。

回
･動画を見せる

魎
･準備i運動の際

に音楽をかけ

る

なか ･連続技を練習する

･自分の動きを撮影し

て､班で見てアドバイ

スをし合う

|つまずき支撹

･連続技力映まっていない生徒

には個Bﾘにアドバイスをし、

連続技を考えさせる。

･お互いの動きを見合い､よい

動きを中心に言語活lliIjさせ

る。

|パソコン･動画

回
・自分の動きを

撮影して見せ

る

ｱ④、イ④

(観察）

まとめ ･集合

･ノート記入

･本時のまとめ

:i蒙鶴：

･動画を見た際にどのような点

に気付いた力発問し､考えさ

せる。

ｴ③

(観察･ノート）



道１，爵受業学引習指導案

日時平成２４年１０月９日（火）第４校時

１１：４５～１２：３５

対象第２学年Ｂ組３９名

授業者世田谷区立駒沢中学校教諭栗橋亜紀子

場所２年Ｂ組教室

１日時平成２４年１０月９日（火）第４校時

２主題

２－（３）友情、信頼

３主題設定の理由

（１）ねらいとする価値について

ライバルとは、ただ実力が伯仲しているだけでなく、互いに相手を認め合う気持ちが通じ

合った間柄を指す。互いに切瑳琢磨し、時には精神的な支えにもなるライバルは、スポーツ

だけでなく、あらゆる分野において、人間の成長を促してくれる。友情も同じであろう。

（２）生徒について

中学生の人間関係は、かなりの広がりをもってくる。クラスや学校の様々な集まりを通じ

てできた仲間集団が、中学生にとって大きな影響を与えるようになる。自分に対する仲間の

態度や評価が、中学生の自己概念に大きな影響を及ぼし、自己嫌悪のもとになったり、自信

や自尊心の高揚につながったりする。生徒同士の間に生まれる信頼と友情は、生徒の人間的

な成長にとって何ものにもかえがたいものである。友達のよさを発見し、信頼を基盤として

成り立つ友情が人間としての生き方の自覚を深めるうえで尊いものであるかを実感させてい

きたい。

（３）資料について

本資料は、小学生のころから一緒にバスケットボールを続けてきた「ぼく（純)」と康夫の

友情の物語である。おとなしい康夫に対して主導権を握っていた純は、自分よりも先にレギ

ュラーになった康夫に対して素直に接することができなくなる。しかし、康夫の「純がいな

かったらレギュラーになれなかった｡」という言葉で純は我に返る。この資料で、友情とは、

親しい関係だけではなく、同等の立場の上において成り立つものであること、互いのよさを

認め、互いに補い高め合う関係であることを押さえ、友情の大切さを学ばせたい。

４生徒の様子

この時期の生徒は、日々の友人関係が円満であることを強く願っている。そのことが無批

判な同調を招き、表面的な付き合いに終始することにつながることがある。時に、激しい口

論になってもぶつかり合い、高め合うような場面があってもいいはずであるが、これを避け

ようとする傾向にある。

５使用資料

副読本「きみがいちばんひかるとき １６友達はライバル」光村図書






